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２０１７年３月期 決算説明資料
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２０１７年３月期 業績の概要
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２０１７年３月期 経営成績（連結）
単位：百万円 （ ）内前期比

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に
帰 属 す る

当 期 純 利 益

１ 株 当 た り

純 利 益

2017年3月期
36,730

(△4.1%)
2,522

(△6.9%)
2,025

(△4.9%)
1,467

(△40.6%)
73.45円

2016年3月期
38,305
(5.6%)

2,709
(18.3%)

2,129
(△35.2%)

2,470
(△9.3%)

123.77円

売上
・北米地域で射出成形機の需要が堅調に推移したものの、アジア地域で需要が低調で
あったことから、売上高合計は、前期比 4.1％減の367億3千万円となった。

利益
・営業利益は、売上高が減少したことなどから、前期比 6.9％減の 25億2千2百万円。
・為替差損 6億1千3百万円を計上したことなどにより、経常利益は 20億2千5百万円
（前期比4.9％減）、当期純利益は 14億6千7百万円（同40.6％減）となった。
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16/3実績 日本 アメリカ地域 アジア地域 17/3実績

連結売上高（セグメント別）増減 ［2016年3月期⇒2017年3月期］

＋380△701 △1,253

△1,574百万円38,305 36,730

外部顧客への売上高の増減

9,703

8,016

19,010

百万円

30,000

20,000

0

アジア地域

9,269

日 本

19,712

アメリカ地域

9,323

10,000

40,000
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38,305 

36,730 

16/3実績 成形機 周辺機器 部品 金型等 17/3実績

35,000

32,500

0

37,500

連結売上高（製品別）増減 ［2016年3月期⇒2017年3月期］

百万円

△213＋135
△1,646

＋149

△1,574百万円

販売台数の減少
（△251台）

売上高

売上高
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２０１８年３月期計画について
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経営方針

１．真のグローバル経営の強化

２．グローバル市場への積極的展開による

販売増強

３．グローバル生産体制の強化

４．グローバルリスク管理体制の強化

２０１８年３月期 経営方針
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２０１８年３月期 連結損益計画 単位 ： 百万円、比率％

2017/3期

実績

2018/3期 連結計画

通期 増減 ％

売 上 高 36,730 37,500 2.1

営 業 利 益 2,522 2,700 7.0

(利益率） 6.9 7.2 －

経 常 利 益 2,025 2,700 33.3

(利益率） 5.5 7.2 －

当 期 純 利 益 1,467 1,700 15.9

(利益率） 4.0 4.5 －

販 売 台 数 2,711 2,954 9.0

うち、太倉生産 712 647 △9.1

うち、タイ生産 236 265 12.3

生 産 台 数 2,635 3,059 16.1

うち、太倉生産 611 627 2.6

うち、タイ生産 291 330 13.4
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13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3予想

1株当り配当額 １株当り純利益

自己資本利益率 配当性向

配当について

年間配当金／配当性向(連結)の推移円

・2018年3月期 年間配当は、1株について18.00円（中間8.00円、期末10.00円）を予想。

％

2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3予想 2018/3予想

1株当り純利益 90.52円 76.04円 136.54円 123.77円 73.45円 85.05円(予)

1株当り配当額 9.00円 10.00円 18.00円 18.00円 18.00円(予) 18.00円(予)

中間配当 0.00円 4.00円 5.00円 8.00円 8.00円 8.00円(予)

期末配当 9.00円 6.00円 13.00円 10.00円 10.00円(予) 10.00円(予)

配当性向 9.9％ 13.2％ 13.2％ 14.5％ 24.5％ 21.2％(予)

自己資本利益率 8.2％ 6.4％ 10.4％ 8.6％ 4.9％
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【2017年3月期～2019年3月期】

中期経営計画について
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わが社が目指す３年後の姿

本３ヵ年は、真のグローバル化と

真のイノベーションのシナジー

効果により、１０年後を見据えた

積極的な展開と体制作りを行う。
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経営方針

１．真のグローバル経営の強化
・世界規模で進展する市場変化のなかで、製・販・財一体となった連結経営機能を

発揮し、高収益企業としてグローバルな展開を図り、自力成長力を強化する

２．グローバル市場への積極的展開による販売増強
・営業力を強化し、新たなビジネスモデルの創出による売上増大を図る

・革新的な市場戦略に基づき、お客様にご満足頂ける提案型営業を行うとともに、
ボーダレス化に呼応して、成長市場への積極的な展開を図る

・成形の理（ことわり）を具現化する製品を計画的に投入する

３．グローバル生産体制の強化
・最適地生産体制を構築し、生産技術力と品質保証体制を強化する

・グローバル調達の推進と、内製化の推進により更なるコストダウンを図る

４．グローバルリスク管理体制の強化
・各国でのリーガルリスクに対応した製・販・財戦略とマネジメント体制を実践する

・各国のコーポレートガバナンス、ＢＣＰ等に対応したマネジメント体制を構築する

・グローバルに対応できる人材育成を図る
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数値目標 （売上高・営業利益・売上台数）

0
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第61期 第62期 第63期

売上高（百万円）

2,000

4,000

0

37,500

2,700

40,000

3,000

営業利益（百万円）売上高

販売台数 １７年３月期実績 １８年３月期計画 １９年３月期目標

本社工場 1,763 2,042 2,130

中国（太倉）工場 712 647 730

タイ工場 236 265 330

合 計 2,711 2,954 3,190

１８年３月期計画 １９年３月期目標
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36,730

2,522

営業利益

１７年３月期実績
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トピックス
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新製品情報

2016.12

電気式成形機「ＮＥＸシリーズ」の小型クラス３機種をモデルチェンジ、
12月より受注を開始しました。

NEX80Ⅳ-12EG

高機能コントローラ 『ＴＡＣＴ Ⅳ』
 視認性・操作性に優れた15ｲﾝﾁＬＣＤ搭載
 品質・生産管理機能、メンテナンス機能の向上

NewNEX-Ⅳ Series

ワイドデーライト＆ワイドプラテン
⇒金型の大型化に対応

業界最小クラスの
省スペース設計

新型フラットクランプ型締機構
 ハイサイクル化による生産性の向上
 均一加圧、型締直進精度の向上による成形不良の低減

【小型クラス】
•ＮＥＸ５０Ⅳ
•ＮＥＸ８０Ⅳ
•ＮＥＸ１１０Ⅳ

可塑化安定性に優れ、高精度計量
を実現する射出機構
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展示会情報

2017.2.7-9

米国のＰＬＡＳＴＥＣ Ｗｅｓｔ ２０１７に出展

ハイブリッド式成形機

PNX60Ⅲ-5A

低圧成形システム「Ｎ‐ＳＡＰＬＩ」による
高品質成形を実演

当社の製品ラインアップの２本柱である電気式
成形機とハイブリッド式成形機の各１台を出展
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環境への取り組み

2017.2.27

研究開発センターを “省エネルギービル”化
平成28年度ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ＺＥＢ）実証事業に採択

◆省エネ数値：

4,964,890MJ ⇒ 2,280,560MJ （削減率54％）

省エネルギー対策の一環として、本社の研究開発

センターに革新的省エネルギー技術を導入。

2016年6月24日、経済産業省所管の「ネット・ゼロ･

エネルギー・ビル（ＺＥＢ）実証事業」に採択され、

改修工事完了後の2017年2月27日、建築物省エネ

ルギー性能表示制度（ＢＥＬＳ）の評価でＺＥＢ

Ｒｅａｄｙに認証されました。 ５つ星のＺＥＢ Ｒｅａｄｙ

評価は長野県内で初。

【ＺＥＢの要素】

◎外皮性能の強化（高断熱サッシ・高断熱天井の導入）

◎高効率空調機（ガスヒートポンプエアコン）の導入

◎高効率照明（高機能センサー・高効率ＬＥＤ照明）の導入

◎外気負荷の低減（ＣＯ２センサーの導入）

◎エネルギー監視システム（ＢＥＭＳ）の導入
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トピックス

2017.4

おかげさまで創業７０周年

当社は、本年１０月、創業７０周年を迎えます。

これも偏に、１９４７年の創業以来、お客様をはじめ、多くのお取引先の皆様の

ご支援の賜物と厚く御礼申し上げます。

今年度は７０周年を記念して、販売キャンペーンなど各種記念イベントを企画

しておりますが、それに先立ち記念ロゴマークを制定いたしました。



名 称：Nissei Mexico, S.A. De C.V.  Queretaro Office

所在地：Parque Tecnologico Innovacion Queretaro（PTIQ）工業団地内
Kilometro 2.2 De La Carretera Estatal 431 Hacienda La Machorra, 

Municipio De El Marques, Queretaro 76246, Mexico

スタッフ：日本人１名、現地スタッフ５名 計６名

業務開始：２０１７年５月

メキシコシティ
（販売子会社 本社）

モンテレー

サンアントニオ
米国新工場（建設中）

ケレタロ

グアダラハラ
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海外販売体制の強化

2017.5

メキシコ現地法人の支店として、ケレタロ州に新事務所を開設

メキシコの中央高原エリアにおける販売強化と顧客
サービスの充実を目的に、メキシコ販売現地法人
「Nissei Mexico, S.A. De C.V.」の支店として、ケレタロ
州に新事務所を開設、５月より営業を開始しました。

ケレタロ新事務所は、モンテレー、グアダラハラに続く３つ目の支店
で、自動車関連メーカーの進出が顕著となっているメキシコ中央高原
エリアにおける営業・サービス体制を強化するとともに、スクール機能
を有するテクニカルセンターを併設することで、成形技術支援や技術
指導等による顧客サービスの充実を図ります。



本資料に掲載されている当社の業績予想、見通し、重点戦略につきましては、
現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々
な要因により予想と異なる結果となる可能性があります。
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